
両面印刷
※編成について
①同一楽器のみ　→　楽器名△重奏　　　　　☆打楽器を含むアンサンブル　→　管打楽器△重奏
②木管楽器のみ　→　木管△重奏　　　　　　☆打楽器を含まない混合アンサンブル→　管楽△重奏
③金管楽器のみ　→　金管△重奏　　　　　　※混合△重奏ではありませんのでご注意ください！
④打楽器のみ　　→　打楽器△重奏　　　　　※編成名は訂正させていただく場合がございます。
＊なお、「テレプシコーレ」や「晴れた日は恋人と市場へ！」のように、管楽器奏者が打楽器を
掛け持ちで演奏する場合は　金管○重奏　とすること。
＊クラリネットアンサンブルで、コントラアルト（バス）クラリネットのパートを弦バスで演奏
可能とある場合（オプション）、弦バスで演奏しても　クラリネット○重奏　とすること。
＊小学校の部については、１０パート１０人までの演奏を認める。ただし、パートの重複は認めない。
○○十重奏　（注意！楽譜に指定されている人数を記入します。）
申込書記入注意事項

※出場者名は、高音または１ｓｔパートから順番にご記入下さい。
※楽器名の記入については次のようにして下さい。
	＊ピッコロ　　　　　　　→　Pic

＊フルート　　　　　　　→　Fl
＊E♭クラリネット　 →　E♭Cl
＊B♭クラリネット　 →　B♭Cl
＊アルトクラリネット　  →　ACl

＊バスクラリネット　　  →　BCl

＊コントラバスクラ　　　→　CBCl

＊オーボエ　　　　　　　→　Ob

＊ファゴット　　　　　　→　Fg
＊ソプラノサクソフォン　→　SSax

＊アルトサクソフォン　　→　ASax

＊テナーサクソフォン　　→　TSax
＊バリトンサクソフォン　→　BSax
	＊ホルン　　　　　　→　Hr
＊アルトホルン　　　→　AHr

＊コルネット　　　　→　Cor
＊トランペット　　　→　Tp
＊トロンボーン　　　→　Tb
＊バリトン　　　　　→　Br
＊ユーフォニアム　　→　Eup
＊E♭バス　　　　　 →　E♭B
＊チューバ　　　　  →　Tub
＊打楽器　　　　　　→　Per
＊コントラバス　　　→　StB



※同楽器に１ｓｔ・２ｎｄ・３ｒｄがある場合は、上記の略号にⅠ・Ⅱ・Ⅲをつける。
　（例）トランペットの３ｒｄ　→　ＴｐⅢ

※曲名は、カタカナ読み、もしくは和訳で記入して下さい。

※作曲・編曲者が日本人以外のときは、カタカナで記入して下さい。

　　（例）　Ｇ．ガブリエリ　　　　Ｊ．Ｓバッハ


